
教育再生実行会議の提言や中央教育審議会の答申を踏まえ、
「道徳の時間」（小・中学校で週１時間）を「特別の教科 道徳」（「道徳科」）
（引き続き週１時間）として新たに位置付ける学習指導要領の一部改正

☑ 道徳科に検定教科書を導入
☑ 内容について、いじめの問題への対応の充実や発達の段階をよ
り一層踏まえた体系的なものに改善

・「個性の伸長」「相互理解、寛容」「公正、公平、社会正義」「国際理解、
国際親善」「よりよく生きる喜び」の内容項目を小学校に追加

☑ 問題解決的な学習や体験的な学習などを取り入れ、指導方法を
工夫

☑ 数値評価ではなく、児童生徒の道徳性に係る成長の様子を把握
※私立小・中学校はこれまでどおり、「道徳科」に代えて「宗教」を行うことが可能

今後
☑ 教員の指導力向上のため、教員養成や研修の充実等について検討
☑ 評価について専門家会議を設け、専門的に検討

「考え、議論する」道徳科への転換により
児童生徒の道徳性を育む

平成27年度から、一部改正学習指導要領の趣旨を踏まえた取組可能

具体的なポイント

小学校は平成30年度、中学校は平成31年度から、検定教科書を
導入して「道徳科」を実施

学校間や教師間の差が大きく、例えば次のような課題が見られることも。
■ 「道徳の時間」は、各教科等に比べて軽視されがち
■ 読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指導
■ 発達の段階などを十分に踏まえず、児童生徒に望ましいと思われる分かり
きったことを言わせたり書かせたりする授業

道徳の時間の課題例 平成２７年３月
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